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赤川下北停車場線
海老川側道橋

位置図

図面番号 14　葉中　1
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令和 8 年度　橋梁補修(海老川側道橋) 工事

繰メンテ 第　761-1　号
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青　　森　　県

赤川下北停車場線
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位置図
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 （断面修復工）

（対傾構、排水管含む）

沓座モルタル補修工 沓座モルタル補修工 沓座モルタル補修工

沓座モルタル補修工

(止水対策工)

沓座モルタル補修工
下部工補修工

沓座モルタル補修工

沓座モルタル補修工

沓座モルタル補修工

沓座モルタル補修工

沓座モルタル補修工

沓座モルタル補修工
下部工補修工（対傾構、排水管含む）

（対傾構、排水管含む）

（対傾構、排水管含む）

(止水対策)

（断面修復）

最深河床　H=-5.144 m

（対傾構、排水管含む） （対傾構、排水管含む）

(表面処理工)(表面処理工)(止水対策工)(表面処理工)(止水対策工)

（表面処理）

（表面処理）

（表面処理）（表面処理）

（表面処理）（表面処理）

の範囲を控除する

平 面 図
S=1:200

側 面 図
S=1:200

G1 G2
沓座モルタル補修工沓座モルタル補修工

（対傾構含む） （対傾構含む）

（排水管） （排水管）

海老川側道橋　補修一般図

１．本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。

注記

斜　　角

橋梁区分

橋　　長

桁　　長

支 間 長

全 幅 員

設計荷重

側道橋

70.760ｍ

23.320 + 23.250 + 24.090m

3.360ｍ

2.500 m

群集荷重

有効幅員

平面線形

床　　版

R=∞

81°

適用示方書 道路橋示方書（昭和55年）

架設年次 昭和62年8月

上部工形式 単純鋼合成H桁橋(3連)(側道橋)

下部工形式 A1,A2：逆T式橋台、P1,P2:壁式橋脚

基礎工形式 直接基礎

22.960 + 22.875 + 23.725m

舗　　装 アスファルト舗装 t= 30mm(推定)

コンクリート床版 t=160mm(推定)

断 面 図
S=1:30

端部 中間部

図面番号 14　葉中　2
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河川

路線
名

工事番号

令和 8 年度　橋梁補修(海老川側道橋) 工事

繰メンテ 第　761-1　号

青森県下北県土整備事務所

青　　森　　県

赤川下北停車場線

図示

むつ市南町 地内

補修一般図

設計条件

CON

CON CON

CON

CON
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CON

as

CON

CON

as
CON

CON

as

補修項目 補修工法

断面修復工（地覆）、表面処理工（地覆）、止水対策工（地覆）

床版防水フレキシブル管再設置

素　地　調　整　：1種程度
再塗装工　　　　：Rc-I系
※主桁、対傾構、排水管を含む

断面修復工、表面処理工

防護柵補修工

雑工

主桁表面処理工

支承補修工

沓座モルタル補修工法

下部工補修工

打換え工

素地調整、再塗装工：主桁表面処理と同様

護床工 袋型根固め工 1.0tタイプ

補修項目
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200 支間長　L=22960 支間長　L=22875 支間長　L=23725 180200200 200200

 地覆補修工

主桁表面処理工

支承補修工 支承補修工 支承補修工

支承補修工

下部工補修工 下部工補修工

護床工
護床工

地覆補修工

支承補修工

支承補修工

支承補修工
　

支承補修工
　

支承補修工
　

支承補修工
　

支承補修工

支承補修工

主桁表面処理工

主桁表面処理工

主桁表面処理工

下部工補修工

下部工補修工

地覆補修工

地覆補修工

主桁表面処理工 主桁表面処理工

地覆補修工地覆補修工地覆補修工地覆補修工地覆補修工

地覆補修工

地覆補修工

地覆補修工地覆補修工

地覆補修工地覆補修工

　　　海老川橋にて設置中
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地覆補修工地覆補修工

支承補修工支承補修工

主桁表面処理工 主桁表面処理工

主桁表面処理工

下部工補修工

主桁表面処理工
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現況一般図

図面番号

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

図示現況一般図

１．本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。

注記

斜　　角

橋梁区分

橋　　長

桁　　長

支 間 長

全 幅 員

設計荷重

側道橋

70.760ｍ

23.320 + 23.250 + 24.090m

3.360ｍ

2.500 m

群集荷重

有効幅員

平面線形

床　　版

R=∞

81°

適用示方書 道路橋示方書（昭和55年）

架設年次 昭和62年8月

上部工形式 単純鋼合成H桁橋(3連)(側道橋)

下部工形式 A1,A2：逆T式橋台、P1,P2:壁式橋脚

基礎工形式 直接基礎

22.960 + 22.875 + 23.725m

舗　　装 アスファルト舗装 t= 30mm(推定)

コンクリート床版 t=160mm(推定)

22.960 + 22.875 + 23.725m

断 面 図
S=1:30

端部 中間部

設計条件
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地覆補修工

平　面　図 S=1:100

数　量寸　　法工　法

左官工法

断面修復工　数量表 （ポリマーセメントモルタル）

箇 所

0.0070.400×0.350×0.05 m
3＝

地覆

注記

２．補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

１．本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。

４．表面含浸工を適応する場合、無色透明であり実施可否がコンクリート表面で

５．表面含浸材の標準使用量や塗布日数は、施工部位、コンクリートの状態、

　　材料の性状等によって決めること。

　　判断できない為、「補修履歴板」等で実施日を明示すること。

６．表面含浸工の施工面は、乾燥状態で表面含浸材を塗布すること。

数　量寸　　法工　法

表面含浸工

表面含浸工　数量表

箇 所

m
2＝ 20.75

（けい酸リチウム系シラン複合型表面含浸撥水剤）

：断面修復工

地覆

３．コンクリートの脆弱部は確実にはつり落し、補修を行うこと。

　　はつりは最低50mm以上は行うこと。はつり後の断面にひび割れが確認される

　　場合は、ひび割れを補修した後、断面修復を行うこと。

断面修復工〔左官工法〕

コンクリートのはつり ・ 鉄筋の露出

損傷部の

コンクリートの欠損部に充填材を充填

コンクリート面にプライマー塗布

鉄筋の表面に防錆材塗布

終　了

養　生

※鉄筋の発錆がある場合実施する。

鉄筋の錆落し ・ 清掃

断面修復の施工フロー

開　始

10mm

10mmカッター目地

鉄筋腐食部

鉄　筋

防錆処理断面修復

防錆処理（防錆材）

断面修復（下地処理材）

断面修復（断面修復材）

　場合は裏側まではつる。

※鉄筋の発錆がある

表面含浸工の施工フロー

表面含浸工 m
3

0.01合計 ＝

表面含浸材の施工仕様例

工　　程

下地処理および清掃

1 けい酸リチウム系シラン複合型表面含浸撥水剤

標準使用量（kg/m2）

－

0.10
スプレー※1

刷毛、ローラー塗り※2

施工方法 塗重ねの工程間隔

1度塗りのため不要

高圧洗浄、ブラッシング －

※1　低圧でのスプレー散布は、大面積施工及び飛散してもよい周辺状況の場合
※2　刷毛及びローラーによる塗布は、小面積及びスプレー散布では周辺に飛散し影響がある場合

1

A1 P1 P2 A2

 ［400mmx350mmx50mm］

A1 P1 P2 A2

止水対策工の施工フロー

止水対策工

地覆全面
［0.890×23.320］

A

地覆全面
［0.890×23.868］

地覆全面
［0.890×24.090］

地覆全面　
［0.890×24.708］

地覆全面
［0.890×23.250］

地覆全面
［0.890×23.937］

B

C

D

E

F

0.890×23.320

m
2＝ 21.24

m
2

127.4＝合計

：表面含浸工

0.890×23.868

m
2＝ 21.300.890×23.937

A

B

C

m
2＝ 20.690.890×23.250

m
2＝ 21.990.890×24.708

m
2＝ 21.440.890×24.090

D

E

F

数　量寸　　法

止水対策工　数量表

仕様・規格

m＝ 3.60バックアップ材 (0.090+0.360)×8箇所

m＝ 4.16

箇 所

伸縮装置
高耐侯1成分形ポリウレタン系シーリング材 (0.110+0.410)×8箇所

フレキシブル管再設置

17箇所(L=2.0m)

開　始

事 前 調 査

仮　設　工

表面含浸工

（前処理）

含浸工

仮設工撤去および後片付け

完了

1 劣化部分除去

2 断面修復工

3 下地処理（高圧洗浄）

1 施工前養生

2 表面含浸材の施工

3 養生

含浸

開　始

事前調査・準備工

清掃、下地処理

プライマー塗布

バックアップ材設置

高耐侯1成分形ポリウレタン系シーリング材充填

完了

海老川側道橋　地覆補修工図

図面番号

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

図示地覆補修工図

アスファルト舗装
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赤川下北停車場線
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令和 8 年度　橋梁補修(海老川側道橋) 工事

繰メンテ 第　761-1　号

改質

30

橋長　70760

2020桁長　23320 30桁長　23250 桁長　24090

支間長　22960200 200 200 支間長　22875 200 200 支間長　23725 200

4
3
0

2
5
0
0

4
3
0

3
3
6
0

700

7
2
0

1
7
0
0

1
1
0

80

7
2
0

1
1
0

断面修復工（左官工法）

止水対策工

止水対策工表面処理工（表面含浸工）　　 表面処理工（表面含浸工）　　 表面処理工（表面含浸工）　　
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バックアップ材

4
01
1
0



海老川側道橋　主桁表面処理工図（その１）
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エッジ部曲面仕上げ

上フランジ平面図

主桁詳細図

側面図

下フランジ平面図

側　面　図 S=1:150

P1 P2

A1 A2
最深河床　H=-5.144 m

M F M F MF

※ エッジ部は膜厚が確保されにくいことから、一般部と同等の塗膜性能を確

　 保するため2R以上の面取りを行い、曲面仕上げとすること。

　 (上下フランジエッジ部：6角を対象とする)

R=
2以

上

施 工 手 順

開 始

事前調査・準備工

素地調整

乾燥してから行う。

終 了

後片付工

塗替え塗装作業

・施工に先立ち、現地調査より現場状況を把握し施工計画を行い、

下塗りまたは補修塗りを行う。塗り重ねは、前工程の塗膜が十分

・塗装は、スプレー塗りとする。塗装は素地調整終了後、同日中に必ず

　するとともに、その廃棄は適切に行う。

　ことが多いので、周辺の土壌や河川を汚さないように十分留意

　素地調整によって生じた旧塗膜のケレンダストは、有害物を含んでいる

・素地調整程度１種を行う。

　腐食、発錆している部分の錆を除去するとともに、旧塗膜の活膜上の

　併せて必要協議の手続きをする。

塗装工程 塗 料 名
使用量

塗装間隔
（g/m ）2

素地調整

防食下地

下　塗

下　塗

中　塗

上　塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

塗膜剥離剤、１種ケレン

600

240

240

170

140

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

Rc-I塗装系（スプレー）

　素地調整は、塗膜剥離剤+ブラストとする。

　付着物等も完全除去する。

※1:原則はスプレー塗装とするが、発注者との協議の上で、はけ、ローラーに変更もできる。

※2:現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。

※3:ブラスト処理による除せい度ISO Sa 2 1/2とする。

注記

２．補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

３．再塗装の色は監督職員と協議して決定すること。

１．本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。

S=1:50
※()内の数値は第2径間を、【】内の数値は第3径間を示す。

a ～ b c ～ d

主桁断面図

e ～ f b ～ c d ～ e

S=1:10

：鋼部材再塗装工

、 、

主桁表面処理工図
（その１）
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図面番号

縮尺

施工箇所
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路線
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工事番号
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橋長　70760

桁長　23320

200 支間長　L=22875 支間長　L=23725 200200 200 200 200支間長　L=22960

桁　長　23320(23250)【24090】

1-UFlgPL 300x23x23320(23250)【24090】

3
0
0

2
0
0

3
0
0

2
3

6
5
4

2
3

7
0
0

桁　長　23320(23250)【24090】

1-LFlgPL 300x23x21320(21250)【22090】1-LFlgPL 200～300x23x500 1-LFlgPL 200～300x23x500

1-LFlgPL 200x23x500 1-LFlgPL 200x23x500

桁　長　23320(23250)【24090】

1-WebPL 654x14x23320(23250)【24090】

502502

2
3

6
5
4

2
3

93 14 93

2
3

6
5
4

2
3

143 14 143

7
0
0

7
0
0

300200

2
3

6
5
4

2
3

93～143 14 93～143

7
0
0

200～300

143 14 143

300

143 14 143

300

143 14 143

300



注記

２．補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

３．再塗装の色は監督職員と協議して決定すること。

１．本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。

工　法 寸　　法

鋼部材再塗装工

数量

2

8

[ 300×90×12×16×12×1380

数量表（1径間当り）

16

3

6

施 工 手 順

開 始

事前調査・準備工

素地調整

乾燥してから行う。

終 了

後片付工

塗替え塗装作業

・施工に先立ち、現地調査より現場状況を把握し施工計画を行い、

下塗りまたは補修塗りを行う。塗り重ねは、前工程の塗膜が十分

・塗装は、スプレー塗りとする。塗装は素地調整終了後、同日中に必ず

　するとともに、その廃棄は適切に行う。

　ことが多いので、周辺の土壌や河川を汚さないように十分留意

　素地調整によって生じた旧塗膜のケレンダストは、有害物を含んでいる

・素地調整程度１種を行う。

　腐食、発錆している部分の錆を除去するとともに、旧塗膜の活膜上の

　併せて必要協議の手続きをする。

　素地調整は、塗膜剥離剤+ブラストとする。

　付着物等も完全除去する。

塗装工程 塗 料 名
使用量

塗装間隔
（g/m ）2

素地調整

下　塗

下　塗

下　塗

中　塗

上　塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

１　種

600

240

240

170

140

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

Rc-I塗装系（スプレー）

※1:原則はスプレー塗装とするが、発注者との協議の上で、はけ、ローラーに変更もできる。

※2:現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。

※3:ブラスト処理による除せい度ISO Sa 2 1/2とする。

添接板詳細図 S=1:10

箇 所

端横桁

8

18

112

垂直補剛材

添接板

上フランジ部

：鋼部材再塗装工

横桁正面図 S=1:10

横桁断面図 S=1:10

垂直補剛材詳細図 S=1:10

ガセットプレート詳細図 S=1:10

横桁 [ 250×90×11×14.5×11×1650

PL 105×14×654

BOLT M24

PL 120×20×940

PL 105×14×654

BOLT M24

BOLT M24

8PL 580×20×460

BOLT M24 288

8PL 120×20×940

PL 300×20×940

BOLT M24

ウェブ部

下フランジ部

中間部

支点部

4

224

4ガセットプレート PL 250×5×320

排水管詳細図 S=1:10

PIPE φ114.3×5×1000

排水管 8PL 100×6×320

4

端部 中間部

端部 中間部

端部

4PL 100×6×190

315

上フランジ平面図

（下面）

ウェブ側面図

下フランジ平面図

（上面） （下面）

端横桁 横桁

下フランジ平面図

海老川側道橋　主桁表面処理工図（その２）

19

05

主桁表面処理工図
（その２）

図面番号

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

図示

A1 P1

CL
G2

G1

平面図 S=1:100

第1径間、第2径間、第3径間

側面図 S=1:100

第1径間、第2径間、第3径間

外側

内側

※()内の数値は第2径間を、【】内の数値は第3径間を示す。

※()内の数値は斜方向長を示す。 ※()内の数値は斜方向長を示す。

14　葉中　6

青森県下北県土整備事務所

青　　森　　県

赤川下北停車場線

むつ市南町 地内

令和 8 年度　橋梁補修(海老川側道橋) 工事

繰メンテ 第　761-1　号

940

1
2
0

6
0

1
2
0

460

5
8
0

940

1
2
0

6
0

1
2
0

940

3
0
0

90

1
2

2
7
2

1
6

90

1
1

2
2
5
.
5

1
4
.
5

2
5
0

3
0
0

1414

5

105

6
5
4

105

3
0
9

3
2
0

2
5

105

2
0
4

2
5
0

2
0
0

80

80 170

2
6
0

128

3
2
0

4
5

122

80 42

1
5

48

250

3
0
9

3
2
0

2
5

80

12 78

11 79

1
0
0
0

2
0
0

8
0
0

φ114.3

450

1
0
0

垂直補剛材 垂直補剛材ガセットプレート

190

6

180

実延長

244

3
0
0

160 1363(1380) 160 25 1630(1650) 25

2
5
0

8
5
0

8
5
0

3
3
6
0

1
7
0
0

8
3
0

8
3
0

桁長　23320(23250)【24090】

6
6

φ
=1
14
.3



A1橋台

海老川側道橋　下部工補修工図（その１）

図面番号

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

図示

19

06

下部工補修工図
（その１）

S=1:20

数　量寸　　法工　法

表面含浸工 A1橋台

表面含浸工　数量表

箇 所

合計 ＝ 9.9

2.302A ＝ m
2

：表面含浸工

0.183B ＝

0.543C ＝

D ＝

G ＝

(0.034+0.300)×1.097÷2

0.550×0.134÷2+(0.550+0.800)×0.750÷2

m
2

m
2

m
2

m
2

m
2

0.080×0.430×2+1.017×3.36

0.550×0.134÷2+(0.550+0.800)×0.750÷2

3.486

0.543

F

G1G2

新田名部川

表面含浸工の施工フロー
表面含浸工

注記

２．補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

１．本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。

３．表面含浸工を適応する場合、無色透明であり実施可否がコンクリート表面で

４．表面含浸材の標準使用量や塗布日数は、施工部位、コンクリートの状態、

　　材料の性状等によって決めること。

　　判断できない為、「補修履歴板」等で実施日を明示すること。

５．表面含浸工の施工面は、乾燥状態で表面含浸材を塗布すること。

６．吊足場範囲外の補修箇所は、地上にて施工すること。

（けい酸リチウム系シラン複合型表面含浸撥水材）

表面含浸材の施工仕様例

工　　程

下地処理および清掃

1 けい酸リチウム系シラン複合型表面含浸撥水材

標準使用量（kg/m2）

－

0.10
スプレー※1

刷毛、ローラー塗り※2

施工方法 塗重ねの工程間隔

1度塗りのため不要

高圧洗浄、ブラッシング －

※1　低圧でのスプレー散布は、大面積施工及び飛散してもよい周辺状況の場合
※2　刷毛及びローラーによる塗布は、小面積及びスプレー散布では周辺に飛散し影響がある場合

E ＝ m
2

0.800×3.360 2.688

F ＝ m
2

(0.034+0.300)×1.097÷2 0.183

0.850×3.360-((0.500+0.380)×0.630÷2×2箇所)

開　始

事 前 調 査

仮　設　工

表面含浸工

（前処理）

含浸工

仮設工撤去および後片付け

完了

1 劣化部分除去

2 断面修復工

3 下地処理（高圧洗浄）

1 施工前養生

2 表面含浸材の施工

3 養生

含浸

14　葉中　7

青森県下北県土整備事務所

青　　森　　県

赤川下北停車場線

むつ市南町 地内

令和 8 年度　橋梁補修(海老川側道橋) 工事

繰メンテ 第　761-1　号

300

1
0
9
7

3
0
0

8
5
0

850 300

1
0
9
7

850
4302500430

3360

8
0
0

8
0
0

3360

8
0
0

1
0
9
7

改質

表面含浸工　A

34
100

750

2
5
0

5
5
0

750
100

34

2
5
0

5
5
0

1
0
1
7

8
0

表面含浸工　B 表面含浸工　F表面含浸工　D

表面含浸工　G表面含浸工　E表面含浸工　C

5
0
0

630

5
0
0

630

3
8
0

3
8
0

3360



P1橋脚

断面修復工〔左官工法〕 数　量寸　　法工　法

左官工法 P1橋脚

断面修復工　数量表

箇 所

m
3合計 ＝ 0.004

0.0040.200×0.400×0.0501 ＝ m
3

断面修復の施工フロー

10mm

10mmカッター目地

鉄筋腐食部

鉄　筋

防錆処理断面修復

防錆処理（防錆材）

断面修復（下地処理材）

断面修復（断面修復材）

※鉄筋の裏側まではつる。

（ポリマーセメントモルタル）

注記

４．コンクリートの脆弱部は確実にはつり落し、補修を行うこと。

　　はつりは最低50mm以上は行うこと。はつり後の断面にひび割れが確認される

１．本図面は、既存資料および現地調査をもとに作成した図面である。

２．補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

３．事前調査として、施工前に必ず打音調査を全体的に行い、はつり面積を再度確認すること。

コンクリートのはつり ・ 鉄筋の露出

損傷部の

コンクリートの欠損部に充填材を充填

コンクリート面にプライマー塗布

鉄筋の表面に防錆材塗布

終　了

養　生

※鉄筋の発錆がある場合実施する。

鉄筋の錆落し ・ 清掃

開　始

７．吊足場範囲外の補修箇所は、吊足場撤去後、地上にて施工すること。

　　場合は、ひび割れを補修した後、断面修復を行うこと。

F

M

新田名部川

G1 G2 G1G2

S=1:40

1

新田名部川新田名部川

：断面修復工

数　量寸　　法工　法

表面含浸工 P1橋脚

表面含浸工　数量表

箇 所

合計 ＝

A ＝ m
2

：表面含浸工

B ＝

C ＝

D ＝

E ＝

m
2

m
2

m
2

m
2

m
2

表面含浸工の施工フロー
表面含浸工

５．表面含浸材の標準使用量や塗布日数は、施工部位、コンクリートの状態、

　　材料の性状等によって決めること。

６．表面含浸工の施工面は、乾燥状態で表面含浸材を塗布すること。

表面含浸材の施工仕様例

工　　程

下地処理および清掃

1 けい酸リチウム系シラン複合型表面含浸撥水材

標準使用量（kg/m2）

－

0.10
スプレー※1

刷毛、ローラー塗り※2

施工方法 塗重ねの工程間隔

1度塗りのため不要

高圧洗浄、ブラッシング －

※1　低圧でのスプレー散布は、大面積施工及び飛散してもよい周辺状況の場合
※2　刷毛及びローラーによる塗布は、小面積及びスプレー散布では周辺に飛散し影響がある場合

（けい酸リチウム系シラン複合型表面含浸撥水材）

 ［200mmx400mmx50mm］

19.3

4.923

2.524

4.647

1.800×3.300-(0.820×0.620×2箇所)

0.900×1.800+(1.300+1.800)×0.583÷2

0.900×3.300+(3.300+2.700)×0.559÷2

2.524

4.647

0.900×1.800+(1.300+1.800)×0.583÷2

0.900×3.300+(3.300+2.700)×0.559÷2

海老川側道橋　下部工補修工図（その２）

図面番号

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

図示

側面図(下流側) 正面図(起点側) 側面図(上流側)

平面図(梁部上面)

正面図(終点側)

(起点側)

(終点側)
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07

下部工補修工図
（その２）

開　始

事 前 調 査

仮　設　工

表面含浸工

（前処理）

含浸工

仮設工撤去および後片付け

完了

1 劣化部分除去

2 断面修復工

3 下地処理（高圧洗浄）

1 施工前養生

2 表面含浸材の施工

3 養生

含浸

14　葉中　8

青森県下北県土整備事務所

青　　森　　県

赤川下北停車場線

むつ市南町 地内

令和 8 年度　橋梁補修(海老川側道橋) 工事

繰メンテ 第　761-1　号

1
8
0
0

3300

3300

430 2500 430

3360

4302500430

3360

9
0
0

表面含浸工　A

表面含浸工　B 表面含浸工　C 表面含浸工　D 表面含浸工　E

3300

9
0
0

1800

9
0
0

1800

9
0
0

改質

1300 2700 1300 2700

5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

断面修復工（左官工法）　　

8
2
0

620

5
59

58
3

58
3

5
59

8
2
0

620



P2橋脚

海老川側道橋　下部工補修工図（その３）

図面番号

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

図示

(起点側)

(終点側)

側面図(下流側) 正面図(起点側) 側面図(上流側) 正面図(終点側)

平面図(梁部上面)

19

08

下部工補修工図
（その３）

S=1:40

新田名部川新田名部川

F

M

新田名部川

G1 G2 G1G2

 ［500mmx450mmx50mm］  ［400mmx400mmx50mm］  ［700mmx400mmx50mm］

1 2 3

断面修復工　数量表 （ポリマーセメントモルタル）

：断面修復工

数　量寸　　法工　法

表面含浸工 P2橋脚

表面含浸工　数量表

箇 所

合計 ＝ 19.3

4.923A ＝ m
2

：表面含浸工

2.524B ＝

4.647C ＝

D ＝

E ＝

1.800×3.300-(0.820×0.620×2箇所)

0.900×1.800+(1.300+1.800)×0.583÷2

0.900×3.300+(3.300+2.700)×0.559÷2

m
2

m
2

m
2

m
2

m
2

数　量寸　　法工　法

左官工法 P2橋脚

箇 所

m
3合計 ＝ 0.03

0.0111 ＝ m
3

0.0082 ＝ m
3

0.0143 ＝ m
3

0.500×0.450×0.050

0.400×0.400×0.050

0.700×0.400×0.050

注記

４．コンクリートの脆弱部は確実にはつり落し、補修を行うこと。

　　はつりは最低50mm以上は行うこと。はつり後の断面にひび割れが確認される

１．本図面は、既存資料および現地調査をもとに作成した図面である。

２．補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

３．事前調査として、施工前に必ず打音調査を全体的に行い、はつり面積を再度確認すること。

７．吊足場範囲外の補修箇所は、吊足場撤去後、地上にて施工すること。

　　場合は、ひび割れを補修した後、断面修復を行うこと。

５．表面含浸材の標準使用量や塗布日数は、施工部位、コンクリートの状態、

　　材料の性状等によって決めること。

６．表面含浸工の施工面は、乾燥状態で表面含浸材を塗布すること。

断面修復工〔左官工法〕

断面修復の施工フロー

10mm

10mmカッター目地

鉄筋腐食部

鉄　筋

防錆処理断面修復

防錆処理（防錆材）

断面修復（下地処理材）

断面修復（断面修復材）

※鉄筋の裏側まではつる。
コンクリートのはつり ・ 鉄筋の露出

損傷部の

コンクリートの欠損部に充填材を充填

コンクリート面にプライマー塗布

鉄筋の表面に防錆材塗布

終　了

養　生

※鉄筋の発錆がある場合実施する。

鉄筋の錆落し ・ 清掃

開　始

表面含浸工の施工フロー
表面含浸工

表面含浸材の施工仕様例

工　　程

下地処理および清掃

1 けい酸リチウム系シラン複合型表面含浸撥水材

標準使用量（kg/m2）

－

0.10
スプレー※1

刷毛、ローラー塗り※2

施工方法 塗重ねの工程間隔

1度塗りのため不要

高圧洗浄、ブラッシング －

※1　低圧でのスプレー散布は、大面積施工及び飛散してもよい周辺状況の場合
※2　刷毛及びローラーによる塗布は、小面積及びスプレー散布では周辺に飛散し影響がある場合

（けい酸リチウム系シラン複合型表面含浸撥水材）

2.524

4.647

0.900×1.800+(1.300+1.800)×0.583÷2

0.900×3.300+(3.300+2.700)×0.559÷2

開　始

事 前 調 査

仮　設　工

表面含浸工

（前処理）

含浸工

仮設工撤去および後片付け

完了

1 劣化部分除去

2 断面修復工

3 下地処理（高圧洗浄）

1 施工前養生

2 表面含浸材の施工

3 養生

含浸

14　葉中　9

青森県下北県土整備事務所

青　　森　　県

赤川下北停車場線

むつ市南町 地内

令和 8 年度　橋梁補修(海老川側道橋) 工事

繰メンテ 第　761-1　号

1
8
0
0

3300

430 2500 430

3360

4302500430

3360

断面修復工（左官工法） 断面修復工（左官工法） 断面修復工（左官工法）
1
8
0
0

3300

3300

9
0
0

3300

9
0
0

1800

9
0
0

1800

9
0
0

表面含浸工　A

表面含浸工　B 表面含浸工　C 表面含浸工　D 表面含浸工　E

改質

1300 2700 1300 2700

5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
5
9

58
3

8
2
0

620 620

8
2
0

58
3

5
59



A2橋台

海老川側道橋　下部工補修工図（その４）

図面番号

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

図示

19

09

下部工補修工図
（その４）

S=1:20

数　量寸　　法工　法

表面含浸工　数量表

箇 所

合計 ＝ 10.2

2.302A ＝ m
2

：表面含浸工

0.183B ＝

0.617C ＝

D ＝

G ＝

0.850×3.360-((0.500+0.380)×0.630÷2×2箇所)

(0.034+0.300)×1.097÷2

0.660×0.161÷2+(0.660+0.900)×0.723÷2

m
2

m
2

m
2

m
2

m
2

0.080×0.430×2+1.017×3.360

0.550×0.134÷2+(0.550+0.800)×0.750÷2

3.486

0.543

M

G1G2

新田名部川

表面含浸工の施工フロー
表面含浸工

注記

２．補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

１．本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。

３．表面含浸工を適応する場合、無色透明であり実施可否がコンクリート表面で

４．表面含浸材の標準使用量や塗布日数は、施工部位、コンクリートの状態、

　　材料の性状等によって決めること。

　　判断できない為、「補修履歴板」等で実施日を明示すること。

５．表面含浸工の施工面は、乾燥状態で表面含浸材を塗布すること。

６．吊足場範囲外の補修箇所は、地上にて施工すること。

（けい酸リチウム系シラン複合型表面含浸撥水材）

表面含浸材の施工仕様例

工　　程

下地処理および清掃

1 けい酸リチウム系シラン複合型表面含浸撥水材

標準使用量（kg/m2）

－

0.10
スプレー※1

刷毛、ローラー塗り※2

施工方法 塗重ねの工程間隔

1度塗りのため不要

高圧洗浄、ブラッシング －

※1　低圧でのスプレー散布は、大面積施工及び飛散してもよい周辺状況の場合
※2　刷毛及びローラーによる塗布は、小面積及びスプレー散布では周辺に飛散し影響がある場合

E ＝ m
2

(0.800+0.900)×3.360÷2 2.856

F ＝ m
2

(0.034+0.300)×1.097÷2 0.183

表面含浸工 A2橋台

開　始

事 前 調 査

仮　設　工

表面含浸工

（前処理）

含浸工

仮設工撤去および後片付け

完了

1 劣化部分除去

2 断面修復工

3 下地処理（高圧洗浄）

1 施工前養生

2 表面含浸材の施工

3 養生

含浸

14　葉中　10

青森県下北県土整備事務所

青　　森　　県

赤川下北停車場線

むつ市南町 地内

令和 8 年度　橋梁補修(海老川側道橋) 工事

繰メンテ 第　761-1　号

300

1
0
9
7

3
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8
5
0

848 300

1
0
9
7

850
4302500430

3360

9
0
0 8
0
0

3360

9
0
0

1
0
9
7

改質

表面含浸工　A

34
127

723

2
4
0

6
6
0

750
100

34

2
5
0

5
5
0

1
0
1
7

8
0

表面含浸工　B 表面含浸工　F

8
0
0

表面含浸工　D

表面含浸工　G表面含浸工　E表面含浸工　C 3360

5
0
0

3
8
0

630

5
0
0

630

3
8
0



注記

２．補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

３．沓座モルタル打替工は、橋面を車両通行止めとした上で、施工すること。

１．本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。

　　コンクリートの脆弱部をはつり取り、モルタル打替えを行うこと。

４．沓座モルタル打替工は、施工時に改めて現地確認を行い、可能な限り

AA

B

B

CC

D

D

（D13）

A-A断面 S=1:5 B-B断面 S=1:5

C-C断面 S=1:5 D-D断面 S=1:5

平面図 S=1:5

F-F断面 S=1:5

H-H断面 S=1:5

1-D13x430S24-D13x50S1

1-D13x550S3

S1

S3

S4

撤去図 復旧図

５．特記なき材質はSS400を示す。

６．沓座モルタル打換後、下部工表面処理工と合わせて沓座モルタルに

　　対しても表面含浸工を実施すること。

S3

S5

S5

1-D13x325S4

1-D13x565S5

（D13）

S2

E-E断面 S=1:5

G-G断面 S=1:5

平面図 S=1:5

S1

S3

S2

復旧数量 (1箇所当り)
 4-差し筋アンカー D13

EE

F

F

GG

H

H

S4

S4

S2

S3

S4

S5
橋台胸壁橋台胸壁

海老川側道橋　沓座モルタル補修工図（その１）

橋台

図面番号

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

図示

19

10

位 置 図
…施工箇所　7箇所凡例：

S=1:200

A1 P1 P2 A2

CL
G2

G1

新
田

名
部

川

沓座モルタル
補修工図（その１）

記号 径 長さ 単位重量 1本当り重量 形状

鉄 筋 表

本数 重量 備考

(SD345)

S1 D13 0.995 0.250 0.0504

A1橋台　合計（補修1基） D13

D13

2 kg

4 kg

S2

S3

D13

D13

430

550

1

1

0.995

0.995

0.428

0.547

0.4

0.5

S4 D13 325 1 0.995 0.323 0.3

S5 D13 565 1 0.995 0.562 0.6

A2橋台　合計（補修2基）

沓座モルタル 1基あたり 2 kg/基
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青森県下北県土整備事務所

青　　森　　県

赤川下北停車場線

むつ市南町 地内

令和 8 年度　橋梁補修(海老川側道橋) 工事

繰メンテ 第　761-1　号
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630

80 80 80
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差し筋アンカー

D13

D13

D13

60 59 31 50

119 240 81

440

60 292 50
402

2
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0

1
1
9

8
0

3
8
0

115

630

120 160 120 115

6
5

5
0
0

115 400 115

630

140 120 140

400

140 120 140

400

402

D13

6
5

3
5

3
0

6
5

3
5

3
0

D13

D13

325

565

6
5

3
5

3
0

6
5

3
5

3
0

1
5
.
5

1
3 6
5

6
.
5 3
0

差し筋アンカー

D13

60 55 55 60

115 400 115

630

D13

D13

D13

60 510 60

630

2
4
0

1
1
9

8
0

3
8
0

115

630

100 200 100 115

D13

D13

D13

D13

D13

D13

5
0
0

30

橋長　70760

2020桁長　23320 30桁長　23250 桁長　24090

支間長　22960200 200 200 支間長　22875 200 200 支間長　23725 200

1
2
5
0 1
2
5
0

3
3
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0

2
5
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0
4
3
0

4
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0
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0
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33′
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注記

２．補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

３．沓座モルタル打替工は、橋面を車両通行止めとした上で、施工すること。

１．本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。

　　コンクリートの脆弱部をはつり取り、モルタル打替えを行うこと。

４．沓座モルタル打替工は、施工時に改めて現地確認を行い、可能な限り

（D13） （D13）

S2

A-A断面 S=1:5 B-B断面 S=1:5

C-C断面 S=1:5 D-D断面 S=1:5

E-E断面 S=1:5 F-F断面 S=1:5

G-G断面 S=1:5 H-H断面 S=1:5

平面図 S=1:5

2-D13x350S24-D13x50S1

2-D13x550S3

S1

S3

S2

撤去図 復旧図

５．特記なき材質はSS400を示す。

６．沓座モルタル打換後、下部工表面処理工と合わせて沓座モルタルに

　　対しても表面含浸工を実施すること。

S3

S3

S1

海老川側道橋　沓座モルタル補修工図（その２）

橋脚

図面番号

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

図示

19

11

平面図 S=1:10

復旧数量 (1箇所当り)
 4-差し筋アンカー D13

S2

S3

S2
AA

B

B

CC

D

D

EE

F

F

GG

H

H

S3

沓座モルタル
補修工図（その２）

位 置 図
…施工箇所　7箇所凡例：

S=1:200

A1 P1 P2 A2

CL
G2

G1

新
田

名
部

川

記号 径 長さ 単位重量 1本当り重量 形状

鉄 筋 表

本数 重量 備考

(SD345)

S1 D13 0.995 0.250 0.0504

P1橋脚　合計（補修4基） D13

D13

8 kg

8 kg

S2

S3

D13

D13

350

550

2

2

0.995

0.995

0.348

0.547

0.7

1.1

P2橋脚　合計（補修4基）

沓座モルタル 1基あたり 2 kg/基
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青森県下北県土整備事務所
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赤川下北停車場線

むつ市南町 地内

令和 8 年度　橋梁補修(海老川側道橋) 工事
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鋼部材再塗装工

19

12

固定支承

正 面 図

側 面 図

平 面 図

可動支承

正 面 図

平 面 図

ソールプレート

上面

ソールプレート

下面

側 面 図

ソールプレート

上面

ソールプレート

下面

(A1橋台、P1橋脚(A2側)、P2橋脚(A2側))

N=6

(P1橋脚(A1側)、P2橋脚(A1側)、A2橋台)

N=6

S=1:3 S=1:3

注記

２．補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

３．再塗装の色は監督職員と協議して決定すること。

１．本図面は、既存資料および現地測定をもとに作成した図面である。

施 工 手 順

開 始

事前調査・準備工

素地調整

乾燥してから行う。

終 了

後片付工

塗替え塗装作業

・施工に先立ち、現地調査より現場状況を把握し施工計画を行い、

下塗りまたは補修塗りを行う。塗り重ねは、前工程の塗膜が十分

・塗装は、スプレー塗りとする。塗装は素地調整終了後、同日中に必ず

　するとともに、その廃棄は適切に行う。

　ことが多いので、周辺の土壌や河川を汚さないように十分留意

　素地調整によって生じた旧塗膜のケレンダストは、有害物を含んでいる

・素地調整程度１種を行う。

　腐食、発錆している部分の錆を除去するとともに、旧塗膜の活膜上の

　併せて必要協議の手続きをする。

　素地調整は、塗膜剥離剤+ブラストとする。

　付着物等も完全除去する。

塗装工程 塗 料 名
使用量

塗装間隔
（g/m ）2

素地調整

防食下地

下　塗

下　塗

中　塗

上　塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

塗膜剥離剤、１種ケレン

600

240

240

170

140

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

Rc-I塗装系（スプレー）

※1:原則はスプレー塗装とするが、発注者との協議の上で、はけ、ローラーに変更もできる。

※2:現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。

※3:ブラスト処理による除せい度ISO Sa 2 1/2とする。

工　法

鋼部材再塗装工

箇 所

支承

数量表

数量

6

6

固定

可動

(A=0.037m
2
)CAD計測

1

2

(A=0.015m
2
)CAD計測

3

4

(A=0.006m
2
)

(A=0.024m
2
)

5

(A=0.084m
2
)

9

(A=0.019m
2
)

10

(A=0.005m
2
)(A=0.034m

2
)CAD計測

(A=0.014m
2
)CAD計測

8

7

(A=0.084m
2
)

6

海老川側道橋　支承補修工図

図面番号

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

図示支承補修工図
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青森県下北県土整備事務所

青　　森　　県

赤川下北停車場線

むつ市南町 地内
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